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昨年末の大彗星ご之れに伴なふ流星群

山　本　一　清

　　　　　　　　　　　　　　　　［i］

　昨1927年十二月18日の夜，自分は新城歎授から回迭されて來た下記の歓

文電報を受取つたト

　　　COMET　SKJELLER．P　MAGNITUDE　2　PARABOLA　DECEMBER
　　　12292　32329　07920　07210　06058　54709　WOOD　STROEMGRENT

明らかに零れはコペンバーゲンから來た寸志畿見電報であるが，いつもの

如く，最：後の54709εいふCheck語を瞼査して見るε，之れは其の左にな

らぶ5個の当字列を加ヘナこも0）ミー致しない．5列の義字を加へるミ，65809

ミなる，それで此の電文（殊に此等の撒字）の中に必らす誤宇があるこεが

明らかになつナこ．そこで此の電報を物影して獲た東京へ聞き合はさうミ思

っナこが，ちょうさ此の日は日曜で，時刻も邊いのであるから，明日まで問

ひ合はせを待つこミにしナこ．しかし，εにかくMAGNITUDE　2ミいふ

言葉があるのであるから，可なり著しい星には違ひないミ思ひ，一刻も早

く観測しずこいミ思つナこけれ母，護見者SKJELLERUPや，計算者WOOD

の名を見るε，此の星は南牛球で護見されたものらしいので，未だ北牛屋

では見えないものかも知れないミも思はれた．
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　翌19日，電文の押鮎を東京へ聞き合はさうεしナこが，電報迭弊紙をよく

見るミ，此の電報は京都の聖護院局から西陣局へ迭られ，それから新城教

授の宅へ迭られfc形跡があるので，念のため，天文皇から聖護院局へ電話

をかけて，電文の一語早々を紹介して見たミころ，DECEMBERの吹ぎの

字が12292では無くて，01192であるこεがわかった．早れで最後のCheck

が合ふので大に安心しtc．も早や之れで疑問は解けた次第である．そこで

改めて此の正しい電文を，伸して見るε，

　「SKjELLERUP氏岳見の新彗星，光度2等級，近日黒占通過1工十二月1．H192

　（萬旧時）・近日貼引数に323。29’，昇生田の黄経に79。20’，軌道面の傾斜角lt

　72。lot，（以上の基準春分黒占に二見年1927の初），近日黒占距離1［　O・6058（天文軍

　位），軌道計算者WOOD，嚢電者STROEMGREN」

SKJELLERUP氏は今までにも1919．g彗星，1920．c彗星，1921．d彗星，

1922．b彗星，1922．d彗星なさを獲回しナここミのある有名なアマチュア天

文家であって，永く南アフリカのCapetownに住んでみたが，2－3年前，

濠洲Melbourne市に移住しtc人である．こんさの叢見は同氏が濠洲へ來

て最初のものである．WOOD氏は，やはり，南アフリカのユニオン天文

皇に居る天文學者で，軌道計算なさには今まで幾度も名を基げてるる人で・

ある．一εにかく，こんさの彗星は，最初の襲見位置を其のまΣ知らせて

よこさないで既にWood氏の計算した軌道要素を言ってよこしtのであ

るから，（電文を見ただけでは，嚢見の日時は分らないが），既に南牛球の

人々が可なり永い間の観測をやったものε出せられた．そこで自分は取

り敢えす，此の軌道要素から天室位置を推算し，其の結果，當時（19日）

彗星は蛇座d星の北3。ばかりの所にあり，其の後，急激に北上して，一一月

1日頃には琴座を越えて白鳥座に入り，二月初めにはセブ熱闘η星附近に

まで画するこεを知つナこ。近日鮎は過ぎたのであるから，光度は2等級以

上には上らないだらうが，しかし，それでも「2等級の彗星」は近頃頗る珍

らしいものミしなければならない．見える位置は「夕暮の，低い西の塞」ε

略々分ってるるが，京都の天文皇からは，此の方角に市街の煙が多いので

陀にかく，最初の位置を見届けるため」，又，尾や其の他の性質を見るf

めに，自分は此の日，比叡山に登るε決め，午後5時過ぎケーブルカー線
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に乗った．手には三軍な幹事ミ，双眼鏡ミ，オVエー製の「2吋」8倍．の小望

遠鏡εを携へた．2等級の星ならば肉眼だけでも澤山だろうε思ったけれ

さ，　しかし，甚一♂ういふ風に光りの攣りがあるかも知れないし，「εにか

く大事を取るためにコこうした器械類を持って行ったのであった．此の日，

室は好く下れ，殊に比審の上から見る西の地李線は見事に透明であっナこ．

自分はたり行くクーブルカーの車の中から，既に暮れ行く西の室を眺めて

大彗星の驚くべき光芒がさ’こかに見えないかミ念入りに捜しナこ．かつて，

三生時代に見た1910a彗星やハレイ彗星の古い印象なさを呼び起して……

しかし何物も臭えなかつずこ．カーが山上の騨に着いて，寒い戸外に只一人

の自分は，戸の閉ぢられてある暗黒い飲食店の軒の，西の室の見える所に

立つk．そして，先づ肉眼で，牽牛星や織女星の位置から，鷲座の西下，

蛇遣ひ座の東邊，蛇や楯の星座のあkりを見廻した．3等星や4等星が見え

てみるのに，彗星らしいものは何も見えなかった．次いで，双眼鏡を使っ

て蛇座を中心NSし＃穿りを綿密にさがし，逡にはオトエー鏡をも振りまは

した，しかし不思議なこSに何一つ彗星らしいものは見えない．一捜索は

6時から始め，6時牟には彗星が既に西へ没する筈であったので，不成功の

まx6時40分には切り上げて，鶴路に就いた．7時4≧に内野して．すぐ天文

皇へ電話をかけ，中村要撃に「6等星以上の彗星は見えない」S話した．中村

君も大平から一管之れを捜しナこらしく，「豫想の位置に8等以上のものはあ

りません」εいふ返事であっk．

　翌20日の火曜，正午の教官食堂で「昨夕の彗星捜索が無敷：」であったこミ

なさ話し，其の節ふε思ひ付くがまNに，食後，中村君ε共に例の30セン

チ大赤道儀室にかけ上り，「2等級ならば眞書でも此の望遠鏡で見えるだろ

う」ミ話し合ひつN，ドームを開け，度盛り環で略々彗星の位置をさぐり

つ㍉視野の中をのぞき込んだ．しかし，やはり，何ものも見えない．一

夕も，此んなにして白書に彗星をさがすのは鯨りに大柳過ぎて，實は捜し

てみる吾々にも大して自信が無かつkから，暫くして止した．此の日の夕

暮は叉，二三人で，大勢の天文肇から西の察をさがしたが，やはり無罪で

あった．
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次いで2旧には，此の彗星について，DawSonの算出した軌道要素なるも

のが到着した．Dawsonεは自分も米國で會つkこミのある人で，南米ア

ルゼンチン國ラプラタの天文皇員である．だから今度ラプラタあたりで

此の彗星を観測した結果から軌道要素を計算しtのらしい．ミころが此

のDawsonの要素を見て驚いtこ部ま，昨日入手したWoodの要素ε可

なり違ってみる．近日鮎通過の日が2週間PJ上も邊れてるるし，引藪は58。

も蓮ひ，54近鴫瞬もW・・dの約寺である．只，昇交緊二巴

こが多少近似してみるに止まるのみである．此うした原因は勿論計算の材

料に用ゐられた観測敷値：の異なるによるのであらう．して見るミ，此の

Woodの軌道やDawsonの軌道は何日の観測結果を用みたのか？Wood

は南阿の人，Dawsonは南米の人であるから，二人は必ずしも同じ観測を

基礎にしfcのではあるまいが，それにしても，一2・昨日ε今日ミ殆んさ績け

様に電報でよこしナこ事か’ら考へるξ，内入は大膿に於いて同じ日頃の観測

を用ゐナこもののやうに思はれる．さうなれば一・ee，何れの軌道を信用する

が好いのだらうか？今までのvコードによればWood氏は既に軌道計算

者εして世に定評のある有名な人なのであるから，此の方面で餓り名を墾

1封二こミのないDawson氏の結果よりもWood氏の方を信用しナこい心持

ちにもなるが，しかし一つ心残りな事は，昨日も一昨日もWood氏の軌

道要素を信用して西の塞を野心に捜したのが皆無敷に終ってみるこミであ

る．それで少くミも今後は『假りにDawson氏の軌道要素を信用して此の

彗星を捜して見よう』S決心しナニ．このDawson氏の要素から彗i星の位置

を推算して見るざ，21日には蛇遣ひの〉星の北にあり，其れから速度は餓り

塘さないで，月末には辛うじて赤道を超えるけれ♂も．，翌年一月1日頃か

ら急に方向を東に韓じて，蛇座θ星附近を通過した後，二月初からは叉々南

へ去って了ふこミミなってみる．之れでは吾々北四球に居る者さもは置き

去りにされナこ形霊なり，折角の大彗星も誠に縁の淡いものこなって了ふ．

それに生悟，太陽が日一日ミ此のあたりに近づいて來るから，こミによる

ご，丁丁日後には日浸の室には見えなくなり，止むなくば夜明けの東の低

い室に僅かに姿を現はすくらみに留まるかも知れない．實に焦れる次第で
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あるが，之れも全く止む得ないミ思って，自分はクリスマスの前後四五日，

毎朝早く天文皇に馳け上って，肉眼双眼鏡大小望遠鏡なさ，あらゆるもの

を持ち出して一一EE懸命に捜索した．しかしなにぶんにも時刻ざ地勢の都合

上，彗星が東山の上邊に登る頃は夜が明ける頃なので，幾日努力しても結

局駄目であっナこ．侮日の努力が鴨りに絶望的なので，燧に十二月初月末頃

には，「今までの報告に，何か根本的な大きな間違ひが無いか？光度2等

級なさミ言ふのが間蓮ひで，實は普通の望遠鏡的彗星のように，8等ミか10

等εかではないのだろうか？」ミいふやうな疑ひも呼び起され，「ミにかく

暫く捜索を中止して，詳しい後報を待たう」ミした．

　1927年も愈々暮れんミする二十六日，國際天文同盟の・・ガキ回報（Cir－

culaire）が到著した．之れは回報第174號で，デンマルクの中央局を十二月

5日の日附で出てみる．内容は詠出メルボルン天文毫からの電報εして

　　「1927年十二月3日17時30分Skjellerup新量見の彗星，光度3級，赤経（t16tW

　　12分12秒・赤meit南53。57’・太陽の方へ蓮動す・尾の長さ3度・多少不薩實」

εいふのであって，筒ほ次ぎに英國グリニチ天文毫のMerton氏の電報こ

して

　　「Crommelin氏に此の星なかのDe　Vico彗星（18461V）ならんミ言ひ，近

　　日黙性比の日ゐg十二月15日t推算す」

εある．自分は「さては！」：㍉思ひ，早速Galleの彗星軌道表（「天界」第56

號第332頁）の中のDe　Vico彗星軌道要素ミ，　WoodやDawsonの軌道要素

εを比べて見た．Sころが，果してDawsonミDevicoεは下の如く好く

一致してみるこεを知った．

　　　彗星　　引数　　昇交貼　　傾斜　　近日距離　　誌面　　計算者

　スクエレ’1レプ　20058’　　78043’　　82。41’　　O・3230　（1927・0）　Dawson

　　テ・・ビu　　　　1254　　　　7841　　　　857　　　　　　0．6638　　　（1927．0）　　工lepperger

下れを見るミ，三軍ξ近日貼距離Σが多少違ってみて，殊に後者は軍に普

通の遊星群動だけ詮明するのには大き過ぎるε思はれるが，ミにかく全艦

εしての相互近似は雫はれない．De　Vico彗星は1846年の時，僅かの間しか

観測されなかった星であって，週期は約73年ε算出され，從って1919年頃

から多少の期待を以って其の蹄來が待たれてみる星である．故に，こNに

De　Vicoが館って湿たのちや無いか霊想像するこεは決して無理でないの
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であって，殊にCrommelin老が逸早く此の考へに想到したのは「流石に

其の道の人だ！！」ε感じさせられる．此の日，同盟回報第175號も到着し

7が，回れには，米國のノ・一ブード大州のShapleyが南：米ラプラタ天文

弓長Hartmann氏から受けた電va　Eして，

　　「ラプラタOP　Maristanyが十二月6日0時36分に此の彗星を濁立獲見けこ・光度

　　は2等，　位ac　lt赤経16h27m赤緯：一50．0」

前記の如く自分にはDawsonの軌道の近日鮎距離が1）e　Vico彗星のもの

に比べて鯨りに小さいので，「若しや慮れは何等かのmistakeでないか？」

ミ疑ひ，ふεlog（0．6638）＝9．822であるこSからの暗示で，　DawsQnの

q＝＝O．323の代りに，大弓にも10g　q＝　9．823を用ゐ，他の要素はDawson

のものを其のまS用みて，彗星位置の推算をして見ナこ．しかるに此の計算

の結果は去る十二月3日のSkjellerup氏の護見位置やMarintany氏の観測

位置ε可なり違つk位置を現はすこεになつ＃ので，自分は直ちに此の計

算を見棄てN了つた．

　年末の30日に同盟回報第176號が來た．挙れには去る19日に始めて受け

取った電文の通りのWood氏の軌道要素ミ，其れから算出しナこ推算表ε

が載ってゐナこ．回報の日附は十二月10日である．して見るミ，Wood氏の

計算は彗星下見後僅々一週間以内（恐らくは5日以内）の観測から算出した

ものであるこミが制明したミ同時に，コペンハーゲンからのあの電報は逞

くミも同月10日目護せられたものであるこミが知れナこ．然るに其0）電報が

漸く19日になって京都に着したのは，罷りに永い時日を費してみるではな

いか？今までの例に見るに，中央局からの電報は普通2日間（永くて3日間

ぐらゐ）の後に吾人の手に届いてみる．故に今度の遅延は誠に異例ε言ふ

べきであるが，しかも駆れが非常に珍らしい大切な彗星電報であったこE

は實に此の上もなく残念なこミであった．

　Dawsonの軌道要素は，同盟回報第177號によって，本年一月10日に到

着しナこ．肥れはコペンハーグンを年末の17日に罪してみる，之れで見る

ε，此の要素はWoodのものよりも遙かに永い期間の観測結果を基礎ε

するものらしく，叉，之れを報じた電報は比較的早く吾人に届いナこわけで

ある．此うしナこ事情により，Dawsonの軌道がWoodの軌道よりもよほE“
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信頼するに足るものであるこミは言ふまでもない．3週間前の疑問が開く

して一歩一歩NE解けて行く．

　郵便の都合一上，同盟回報第178號が第177號よりも1日だけ早く吾人に到

着しk．之れはコペンハーグンを十二月十九日に回しtものであって，其

の「十九日ミいふ日の日二二にコペンハーゲン天文皇では低い西の地耶線

上に大きな頭部ミ尾を持つk此の彗星の姿が肉眼で認められた」こミ，及

び其のE「槻弓された位置がDawsonの軌道要素から推算した位置より3。

も西南方に外れてみる」こミが載ってみた．下れによって，Dawsonの軌道

も餓り確かなものでないこεが知れた．しかし彗星が大きいものであるこ

Eはやはり本當らしい．殊に回報第・177號にある　Hartmannが獲信・した

電報を見る霊，「此の彗星は白書に見える！！」ミ報じてみる．これによって

暫く見棄てて諦めてみた此の星の捜索を，叉，始めなければならない氣に

なって來k．しかしDawsonの軌道が鯨り確かでないのだから，如何し

たら好いかミ迷ってみたが，ちょうS一月十一日になって同盟回報第179

號が到着して，其の中には，米國ヤーキース天文肇のVan　Biesbroeck氏

が十二月十九日に観測しk結果ミ，同二十，二十一・Pt日にドイツ國ベルリ

ン大學の・G．StrUve氏が観測しナニ結果εが載ってみた．此れ等は日本で始

めて此の彗星騒ぎをやり出しtc頃だ．ヤーキースでは彗星の光度を1級書

報じ，ベルリンでは二十一日に光度が減じて2．8級になったε報じてみる．

一三の回報の記事を見て，自分は此の際断然新しい軌道要素を算出しや

うミ決心した．そして此のナこ逗）に選んだ観測材料は，十二月三日のSkiel－

lerup氏の嚢見位置ε，同七日（回報第177號にある）南米チリ國サンチアゴ

のCastro氏が観測した位置ε，今一つ，同十九日のVan　Biesbroeck氏

の観測位置εであっナこ．此の計算は一氣詞成にやってのけた．そして一月

十三日には一一揃ひの拠物線形執道要素ミ，一月末までの位置推算ざを終り，

其の結果をBULLETIN係りに通知して置く電共に，すぐ早朝の東天を

捜索する手筈をきめナこ，（本會BULLETIN第134號を見よ）自分の算出し

た軌道は　Dawson　のものε極めて近似してみるけれさ，　近日貼距離は

Dawsonのよりも夏に小さい値になってみる．星圖の上に彗星の推算位置
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を叢いて見るミ，星はい・よいよ天の南孚球に留って，一歩も赤道以北には

來らす楯座を暫く東行して後，二月に入っては，サヅサS南へ去って了ふ

こεが知れた．叉，自分の此の推算位置よつて，十二月中に世界各地で

観測された結果ε比べて見るミ，十二月六日にMaristany氏が獲嚇した位

置は，（赤経は好く一致するけれさ），赤緯が推算よりもちょうさ10ほs“

（實は58’）北に過ぎてみるこεSなり，叉，A“LルリンのStruve氏の槻測位

置にも多少の不一致があるこ電を護卑した．又，彗星の光輝を調べて見た

εころ，十二月十九日のVan　Blesbroeck氏の時の光輝が推算によるxS

（一2）Sなるほか，皆よく観測ミ推算ミが一致してみる．そして一月に入っ

ては，十四日に既に6級牟以下ミなり，月末には10級に近づくこεを知っ

て，愕然Sした，ミにかく，一日も早く彗星の姿を見届けなければならな

いS思ひ，一月十四日の早朝から，侮日，天文毫の南館屋上に上って，25

センチの反射鏡を用みて，彗星を捜索した．別に申し合はせはしなかった

けれさ，中村儲君も毎朝北館大ドームのバルコニーに自製の反射鏡を持ち

出して熟心に捜索した．時刻は毎日午前六時から六時三十分までの短かい

間であっfe．六時以前には彗星は東山如意ケ岳の峰の上に上らないし，六

時牛には既に可なり明るい薄明ミなる．一かうして，一週間ほさ，・毎朝捜

索を行つtこけれさ，不思議なこεに，自分も中村君も共に捜索は成功しな

かつナこ．一月二十五日頃からは，叉，熱心が衰ヘナこ．

　一月二十六日に回報第180號が來た．此の中に，ベルリンのStruve氏

が聴きに護表した彗星観測位置の訂正を出しkのは痛快であった．自分は

此の誤りを既に自己の算出した軌道要素から再見して置いたからである．

　一月二十九日に着いた回報第181號には米國Shapley氏から電ee　Sして

此の彗星の新，しい軌道要素が獲表されたが，此の算出者は，ヤーキーースの

Van　Biesbroeck氏で，自身がやつナこ十二月十九，二十二，二十三の3ケ日

の観測を基礎にしたものであるこεが後に分つた．干れに引き想いて二月

二日には英学Crommelin老の算出した「改正要素」なるものが，同盟回

報第182號によって到着した，此のVan　Biesbreeck，　Crommelin爾氏の軌

道要素を比較して見るミ，相互に非常に酷似してみて，一見直ちに「いよ
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いよ此の大難物であっナこ彗星の軌道も略々確定しナこ」S思はせるに充分で

ある．尤も此の時，彗星其のものは既に蓬か南に去って，光りも極めて微

かになったま、射手星座の・・星あずこりを徐行しつNあるのであるから，も

はや京都では全く観測不可能のこεになって了ってみた．

　かうして，自分等が欧洲から下る刻々の報告に磨接しつs，京都で此の

稀有の大彗星の姿を捜し當てやうミする努力は見事に裏切られた．彗星は

最：も意地悪い纒路を急ぎ通って，消えて行って了つずこ．しかも歓米の或る

選ばれたる人々が燧行したすばらしし灘測の報告詳報は，其の後，今日に

至るも，術ほ毎日吾々の机上に到着しつN，只，讃む者の胸を躍らせてみ

るのは，實に皮肉ではないか1？

　　　　　　　　　　　　　　　　［IIユ

　このスキエレルプ大彗星があらゆる意味に於いてすばらしい光輝のもの

であったこεは其の後の諸報告によって暗々明らかになつナこ．十二月上旬

の畿見隠時既に2級乃至3級ミいふ光りであっfこが，其の後，急に層話して，

中旬には，前記しナこラプラタ天文皇ばかりでなく，他の諸所に於いて，白

書，肉眼で見えたこSは下の通りである．

　十二月十五日早朝　印度コダイカナル天文蔓　　P・R・Chidambara　Aiyar氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肉眼で太陽から2。の所に嚢見

　十二月十六日　　　南来ラプラタ天文壷　　　　「肉眼で白書に見ゆ」（電報）

　同　　　　夕刻　ドイソ國ハンノブア市　　　H．Wδrner氏肉眼で太陽から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5。の所に機見
　同　　　　　　　　米國ローエル天文壷

こんな風で，白書に太陽ε相並んで三々ミ輝やいナこ有襟は，想像するだけ

でも見事なものである．強ひて此の如き例を取るならば，今から17年山前

1910年の一月中旬に大彗星が白蓬に見えナこのが最近のものであり，其の他

に，1882年，1861年，1853年，1847年，1843年等の彗星が多少之れに近い大

光輝のものであったに留まる．一εにかく上記のやうな稀有の大彗星で

あって，十二月十五，十六日頃，外國で見えた通り，我が日本でも，室が晴

れてさへるれば，彗星は太陽ミ相並んで，白書，肉眼で見えた筈なのであ

る。かへすがへすも惜しいこEであった，自分は十二月二十一日の日，中

村君ε共に30センチの屈折機で豊間に盛れを捜さうごしナこのも，今から考
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へて見れば，決して無望なこεではなかったのであって，今少し根氣強く

やるミ共に，彗星の位置が今少しよく分ってるれば，逡に此の彗星を見逃

すこミは無かっただらうS，残念で堪らない．要するに．京都ミ言はす，

東京ε言はす，我が日本に於ては此の千載の一遇を逸して，あわt：　S’しい

焦燥の中に，徒らに此の珍客の正論を見届け得なかったのである．

　これほさ稀代な大彗星が，全世界の僅少の入々以外には，全く見届けら

れなかったεいふこざは，普通には一寸考へられないほさ痩則なこEであ

る．しかし純粋な数理から言へば，わざわざ近距離に接近して居りながら

其の観測が不可能εいふ攣なまはり合せになる彗星も稀には有って好いわ

けなのであって，偶然，こんさの星が此の珍稀な例に近くあったのである．

　今まで知れて居る限り，此の彗星を月た入々は下の通りである．此等の

縮てを三つの期間に分けて見るのが便利であらう．

第一期

　1927年十一月二十入日　C．0’：Connell（New　zealandのMarton東北）

十二月ご日

十二月三日

四日

五日

六日

七日

T．Knox（濠州Victoria　の　Northeote市）

：夫人：BOteS（南阿Frazerburgh市）

1．　E．　Adams，　（Lowa　Hutt，　N・　Z・）　S．　］Y［oore　（Lyt－

tleton市，，N・Z．），　Remmer警官（Waihi，　N・Z・）

工：F．Skj　ellemp　（Melb・urne市、・EVoullaire

（Hawera，　N．　Z．），　A　Sheat．（Auckland市，　N．　Z．＞C．

H．　Gredhill　（Whangamomona，　N．　Z．）

Gawith　（Hawera，　N．　Z．），　Morshead　（N．　Plymouth，　N．

Z．），　Rhind（New　Plymonth）．　Ward　（Wanganui，　N．　Z．），

Townsend　（Hawera，N．　Z．）

R．：Fitchet（南阿Grahamsto甲n市）・M：c．工ntosh（Auck－

1and，市，　N．　Z．），　Townsend（Hawera），　J．　Smethurst

（Broken　Hill，　N　S．　W．）　Gawith　（Hawera），　Mclntosh

（Auckland市）

M：aristany（南米La　Plata市）・南阿CaPCt天文轟

」．M：arkS（New　Zealand牙中の汽船Cumberland號），

Mc　Intosh（Auckland市）

Townsend　（Hawera），　Gawith　（Hawera），　’Morshead　（N．

Plymouth），　Mc　Intosh（Auckland市），　Castro（南米San

tiago天文壷），　Cape天丈肇・
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十二月入日

九日

　　　　　十日

第＝期

　十二月十五日

十六日

十七日

十入日

十九日

二十日

ご十一日

二十二日

ご十三日

二十四日

二十五日

二十七日

日
日
日
日
回
ロ

入
九
十
一
二
　
日

十
十
三
十
月
　
十

二
ご
三
一
月

　
　
　
　
年
期
二

　
　
　
　
2
8
三

　
　
　
　
1
9
第

Hudson（We11ington市，　N．　Z、）Adams（Wellington市，

Z．　N．），・Gawith（Hawera），　Bateson（Wellington市，　N．　Z．）

Adams（We11ington市，　N．　Z．），　Morshead（N．　Plymonth），

Gawrith　（Hawera），　Hudson　（Well’ington），　Crust　（Wel－

lington市，瓦Z・），　Batesonl（NVellLngton市〉　南阿

Union天文壷

Adams（Wellington天文墓），　Hudson（XVellington市）

P．　R．　Chidambara　Aiyar（EP度Kadaikanal天丈豪）・

L・well天下i嚢（来）

H．Wb’tner燭國Hannover市），∫・M・Patterson

（英國Fifeshire），　Lowe工1天文塵（来），　Hamburg天丈

肇（蜀）

Lowell天文豪（来），　Hamburg天交i嚢（濁），　Washington

海軍天文璽（米）・Berkeley天文墓（来國）

1．x）well天文豪（来），　Hamburg天文壷（濁），　Washington

海軍天丈壷（米）・Ye・kes天文嘉（米）

Lowe11天丈皇（果），　Yerkes天文壷（来），　KoPenhagen

天塩藁（丁國），Wien天丈豪（懊），　Potsdam天丈蔓（濁）・

Hoff　neister（猫駐逸　Sonneberg　市）

Yerkes天丈墓（来），　Hamburg天丈肇（蜀），　Berlin天

文蔓（濁）

Yerkes天文壷（来），　Hamburg天文豪（蜀），　Berlin天

文壷（訂蜀），Turku天川蔓（フィンランド）

Yerkes天川豪（来），　Turku天丈蔓（ブインランド）

Yerkes天文憂（来）

Yerkes天丈璽（来）

∫。C．　Duncan（米Wellesley天丈璽）

J．C，　Duncan（来VVellesley天文壷），　IIamburg天丈

面諭）

Hamburg天工墓G蜀）

Ileffmeister（濁Sonneberg）

同　　　　（同　　　　　）

同　　　　（同　　　　　）

同　　　　（同　　　　　）

Cape天野墓i（南アブIJカ）
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n
ロ
日
日
日
日
日
日

一
二
三
七
二
五
九

十
十
十
十
十
十
十

月
　
　
　

ニ
ニ
ニ

ニ Cape天文璽（南阿），　Union天文豪（南阿）

Cape天一ii§

同

同

同

一

同

歯の第一期は総じて南孚球の，南阿南米濠洲あたりに住むアマチュア天文

家たちが此の彗星の嚢見ε観望に力めナこ時期であって，前後約10日間にわ

たってみる，星の光輝が届きかつナこものだから，眞の嘉月者εいふ者も決

して一人や二人でなく，少なくざも七，八人の人々が，各地で別々に獲見

したらしい．上記の表の中で，太い字で書いたのは皆猫立嚢見者の名であ

る・其の中で時日の最も早いのはNew　ZealandのO℃onner氏で，實に

十一月二十九日の早朝（地方時）の獲見であるが，Skjellerup氏だけが，二

見ざ同時に可なり精密な位置観測をやるE共に，正規の二丁きによって，

附近のMelbourneの天文皇に通報したため，干れが逸早く全世界に知れわ

たったのである，干れで見ても天交上の「獲見」Sいふこεは之れを「二六

に下表」するこSに注意しなければならない．O℃onner二等の三見は，最

寄りの天文毫へ通報するこミが邊れたため遽に其の名を學下界に残すこざ

に失敗しナこ．叉，聞く所によれば十二月二日早朝に二見しナこTh．　KnOx

氏も，計れをMelboume天文皇に通知したのは駅3ク日後の十二月五日

であっナこミいふ．Laplata‘のMahstany氏の名は此の彗星の狽二品見者ミし

て一時は學界に認められ，爲に此の彗星は可なり廣くSkjellerup－Maristany’s

Cometミ呼ばれたものであるが，しかしMaristany氏の獲見電報が各國

に漏せられた時には既にSkjellerup氏の稜見の事が世に知られてみた時で

あったのだから，星の名に必ずしもMaristanK氏の名を加へるこεは要る

まいミ學界では考へられるやうになつt．叉，印度Kodaikanal天文皇の

Aiyar氏や，ドィッ國Hannover市のW6rner氏等も皆猫立嚢見者には

違ひないのだが，しかし此等もやはりSkjellerup：氏の獲見に比べて餓りに

時期が逞れ■みるナこめ，嚢見者ミしての名は残らない．ちょうど此等の事

情は去る1925年我が國の田中静人氏がPeltier・Wiτk彗星を（逞れ馳せに）

糞見しtのε似てみる．一撮の第一期時代のアマチュア達の位置
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観測は一括してAstronomische　Nachrichten第5551號に載せられてあるが，

何れも二二だ不精密で，軌道計算：の役に立ナこない．Skjellerup氏の観測な

曹でさへも可なり不確なものらしい．三見後の間もない頃，Wood氏や

Dawson氏や其の他の人々の軌道要素が相互に一致を訣き，叉，彗星の位

置推算も外れ勝ちであっfこのは，かうした不確實な槻測結果を根嫁εして

ゐナこによる．

　第二期，帥ち十二月十五口から本年一一月初めまでの間は，北丸心一品

に欧米の專門學者たちが此の彗星を追毒し九時期である．此の時期に彗星

の光輝は最：大ミなり，殊に十二月中旬には諸所に於いて，白書，肉眼観測

が行はれた，しかしながら，此の頃，彗星は常に太陽の近くに輝やいてる

tため，位置を測るにも，光度の研究をするにも，非常な困難があった．

猫逸Hamburg天文皇のGraff氏や，　SonnebergのHoffmeister氏や，米國

Yerkes天文皇のVan　Biesbroeck氏等は此の時機に望遠鏡によって彗星の

頭部の観察を行ひ，叉，米国のLowell天文皇では彗星の赤色爲眞を撮つ

ftり，分光観測をしftりして，皆可なりの成績を睾けたけれさ，彗星の最

も根本的な研究こしての位置観測には，堂々たる洋白家たちが皆ハタε行

きつまって了つた．それは，白書，彗星は見えても，其れミ比べるべき一一般

恒星が見えないためである．止むなく，絡ての観測者は此の時期に皆赤道

儀の目盛り環を頼りにして彗星の大面の経緯度を讃み取ったに過ぎなかっ

た．一罷，赤道儀の附属してみる目盛り環なるものは，其の本締の性質上，

天蓋の極めて大ざっぱな位置を知るkめのもの，叉は，ファインダーの助

けをする程度のものであって，かりによほ重良質のものであっても是れは

星の経緯度を角度1分まで正確に決定するこミが雨滴なものである，それ

に筒，ZF生立り使用しない（殊に米國方面では）ものだからIndex　ErrOrの

知れてみないものなさもあるミいふ次第，こんな方法で彗星の位置を測ら

ざるを得なかったのは實に二間上の悲惨事であっt，（Yerkeや］3erlin天

文皇では，李常讃み馴れない目盛り環を讃み誤って，一旦登表した観測位

置をあεで訂正したりした）．此のtcめ，屡々公表された彗星位置の藪値が

鯨り信頼し難くて，其れから算出されナこ軌道要素に倫ほ見逃すべからざる
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不一致や不正確があっk．一観測上最も大切な時期に頼りミすべき位置

推算表が無く，從って世界の多くの天文家ナこちが（我が日本に於いても）此

の星を逸して了つたのは全く此うした理由に嫁ろのである．一しかし，

ミにかく，彗星は此の第二期0）頃最も署しき現象を呈し，多くの新レコー

ドを作ったのであって，前記の如く田野に肉眼で見えたこεから，當時の

光輝は少くεも「マイナス10等級」ε見積られた．叉，尾はSkjeUerup氏

の嚢外當時から3。ぐらみの長さのものが見え，それが第二期に於いて一時

短縮し，　十二月十七日には3’，同十八日には2。牟（以上はHamburg天

文皇観測），同二十二日には1．（Yerke天文豪観測）にもなったが，同二十七

日頃からは急に尾が延びて，300（Hamburg天文肇観測）ミなり，年末の三

十日には40D，翌三十一日には350（何れもHoffmeister氏観測）ざなった．彗

星は十二月十八日朝，太陽へ685萬里（2695萬キロ）に接近した所で，近日

鮎通過をした．

　第二期の観測の最終は本年一月二日のHoffmeister氏の観測であって，

其の頃，彗星は楯座の西南隅にあっナこ．日本あたりならば天氣も好いの

であるから今暫く観測が出來たかも知れないミ思はれるが，前記の如く，

推算位置が知れなかったので其れも致し方が無かった．～月二日以後，彗

星は射手座を南下して，北4≧球では見えなくなり，暫く消息を絶ったが，

近頃，天文同盟回報第196號によれば，二月十日早朝南アフリカのCape天

文毫で此の彗星が再獲見され，直ぐ爲眞観測が始められ，其の翌日からは

同じ南阿のUnion二丈皇でも観測が開始された由である．彗星の光輝は

既に9等級前後で，確かに肉眼観望の陽解を超えて四つたが，しかし，其

の代り，今日の天文望遽鏡によって普通の天艦ε同様に観測が出來るやう

になったのであるから，之れからが精密観測の行はれる時期であって，從

って眞に確實な軌道決定も此の第三期の観測から群行されるわけである．

　　　　　　　　　　　　　　　［III］

　こん3の大彗星を，全世界の多くのアマチュアも見逃し，叉，專門家も

多く齪測の好機を逸したのは，全く，軌道の決定に皆が迷はされた結果で

ある．之れにより，彗星の軌道決定Sいふこεが如何に重大なものである
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かが分かる，軌道については，前にも記した通り，（叉，「天界」第82號12頁

第84號第135頁にもある通り），WoodやDawsonのもの以來多く護表さ

れてゐkけれさ，何れ皆，観測者に推算位置を供給して彼等の観測を指導

するこいふ使命を果し得なかった．之れについては，星の速度が速かった

こS　NJ，其の軌道の位置が悪かっナここごにも由るけれ曹，爾一つ，軌道算

出に用ゐられナこ観測結果が可なりひ♂い誤りだらけのものであっkからで

ある．今こNに此の星の獲見されて以來，今日◎までに糞表された軌道要素

　　　　　　　　　　スキエレルプ藝星の軌道要素一寛表

T ω Ω i
q

（近日黙

ﾊ過）

（近日瓢引

煤j
（昇交黙） （傾斜） （近日距

｣）
計算に用みし

計算者

1927年
@　12月

〔春分黒占【工1927・0〕 〔天文軍

ﾊ〕

潮測日

1，192 323029’ 79，20’ 7201α 0．6058 Dec・5以前 Wood

182 2058 7843 8241 0，323 DeC・17日前 Dawson

17．30 10　0 8140 8012 0．3775 Dec．3，7，17 山本一清（1）

18，659 2324 83　5 8233 0．2685 Dec．3，7，19， 山本一清（2）

18．61 4256 8119 8352 G・1822 Dec．3，7，ユ9，20，21 Cr・mmelin（1）

16．80 2925 7630 8758 0．1381 Dec．17，：9，21 B．Str61ngren

18，008 46　9．7 7625．2 8527．2 0．1724 Dec．3－21 Crommelin（2）

工7，652 4110 7647 86　9 （L1647 Dec．ユ9＿21 上田　穣

18，360 4838 7712 8448 0．1793 Dec．19，22，24 Van　Biesbioeck

19，363 5726 7333 83　5 0．1924 ？ Smileア

17．7 3124 8124 8548 0，173 Dec．19＿23 MakemSOn

18．1162 4640．8 7712．7 8512．7 0．ユ7524 Dec・18，2】，24 Mayall等

18．1671 47　8，82 7714．90 8512．81 0ユ76U Dec．5，21．　Feb．11 Cr・mmelin、3）
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の一一ee表を掲げる，之れを見れば撒理的方面にも観測者方面にも如何なる

鋏陥乃至不満足があったかが分る，一此等の軌道は勿論皆樋物線形の軌

道である，

こ判こ掲げたものは皆暫定的の意味のものである，眞に決定的な正確なも

のは今後のCapeやUniOn天文皇あたりに於ける第3期の観測観測から得

られるざ思ふ．しかし，まア大艦の軌道は判明したものεして，Crommelin

氏の（2）や（3）を比較的正しいxS見るミ，此の大彗星が，實際「大彗星」であ

った主な理由はqの小さいこε，部ち近日鮎距離か。．17εいふ程度のもの

であっkこミに由る．此れに由って彗星の光輝は驚くべく増しtこのである．

一前記0）如くDe　Vico彗星ミ同一のものであるか否かに潤ては，此の

表を見るミ殆んさ悲観的である．

　　　　　　　　　　　　　　　［IV］

去る二月2日，自分は同盟回報第182號によって　Crommelinの改正軌道

要素を見た時，此の軌道は可なり確かなものだε考へた．そして，いつで

もするやうに，試みに託れを圖に旧き，叉，厚紙で此の軌道の模型を作っ

て見ナこ．然るに，驚いkこミは，此の彗星軌道の一部分が我が地球の軌道

に非常に接近してみるここを知つt．そこで，すぐ此のCrommelinの軌

道要素から計算を進めて見たεころ，彗星は去る一月二十六日に，地球の

軌道面を通過して南下しt（EPち，降交鮎を通過した）ミこを知り，其の丁

度・日前に講星潮田濠の距骨最r暉位〕・いふ近瞬であ

ったこミが分つナこ．次いで自分は我が地球が此の附近を毎年六月六日に通

過するこεを知った．此れは非常に面白い事である．今までにも，我が地

球が彗星軌道の附近を通過した例は珍らしくない。そして其の度毎に，町

回の一角から流星が飛ぶこxSが一般に知られてみる．之れは，多くの彗星

が其の軌道上を後回する一群の流星を必ず伴ってみるこεに由るのである・

故に今度のスキエレルプ大彗星の場合でも，此の軌道の附近を地球が通過

するS知れた六月六日頃には必ず或る特殊の流星群が飛んで見えるだらう

ε自分は考へた，そして，彗星の軌道要素から更に流星群の輻射鮎の位置

を計算しナこ。其の結果，輻射鮎は
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　　　　　黄経　　39”53’，　　　　　黄糸章　　十19。14’　　｛

　　叉は　赤経　300エ0ノ，　　赤緯　＋33．19ノ

εなった．そして回れは本年上牛季に於ける流星観測上の重大事實である

ε思って，すぐ罫引BULLETIN第137號に嚢表するE共に，取り敢へす

此の事を外國の流星學者である米國のOtivier氏及び英國のDenning氏，

ならびにCrammelin氏に通報しナこ．

　（自分lt始め上記の輻射黙の計算：なする時，　黄道座標から赤道座標への計算中

　［＝　：cosineビcotangentミの封数表の引告誤りから，赤経42。18’赤緯十41。21ρε算

　出し7こが・後に此の誤り准襲見して訂正しナこ・本會BULLETIN第138號）

最：近，自分は叉，同盟回報第195號の中に，Crommelin氏の第3回目の彗星

軌道要素を見た．隠れを，前の改正軌道ミ比べて見るに，大して違っては

居ないから，流星輻射鮎の計算を改めるのが是非必要εは思はなかったけ

れE“，念のためにこ思って，此の新しい軌道要素から計算し直して見た．

其の結果，いよいよ

地球が彗星軌道に最も接近する日時は

其の時の最近距離は

流星雨の輻射貼は

本年六月八日午後？時25分

（日本中央標準時）

0・031〔弔詞〕部ち120萬里，

　S4Cよ470萬キロ，

赤経30046’赤緯＋33。58ノ｛
黄経4ぴ38ノ黄緯＋20．6’

ε決定しナこ．此の輻射黙は三角星座β星の近くであるから，豫期の如く出

i現するならば此等の流星はβTriangulidsミ呼ばれるべきものであらう．醗

って星圖を案ずるに，日本内地では此の輻射黙のあたりは，六月上旬の頃，

午前1時過ぎに東の地卒線から上って來るこεになってみる．しかるに其

の頃，午前四時牛には日出εなるから，零時此の流星の観測されるのは朝

の一時孚頃から同三時牟まで，約2時…間だけである．殊に今年は六月三N

が満月に回るから，八日の早曉は月の光りのために流星の観測は多少妨害

されるだらうミ思はれる．しかし押れは止むを得ないこミである．一自分

は此の紙上に於いて讃者諸氏に訴へて，此の流星の観測のために何等かの

助力をせられんこεを希望する．流星の観測については，去る四月二十日
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前後に，倉敷高松姫路和歌山の諸地方に於いて白歯は我が上面初日同時観

測をした経験がある．其の時には，最も大切な四月二十一日ごいふのが「三

十幾年ぶり」の稀有の悪天氣であっkがため，豫想通りの牧獲は無かっt

けれS“，幸ひに全國の有志者諸氏の援助もあって，ごにかく3日間に二百個

の流星を捕へた．さて此の六月の時には，現象の性質上，必ずしも四月の

時S同じやうなプログラムを作らないかも知れないが，εにかく．全國の

護者諸氏のうち，熟心ミ多少0）経験ある人々は振って此の観測に参加して

貰ひたい．以前の如く，希望者には本旨特製の流星用圖を進呈する．京都

大學εしては如何なる観測計叢を立てるか未定であるけれさ，軍に’今の自

分の希望を言へば，倉敷ε徳島ε和歌山ミに観測網を張りナこいε思ってみ

る．倉敷ε徳島ミへは京都から誰かが出張するだらう．和歌山方面は敏腕

小乱孝二郎氏ε同氏の率みる有力なろ観測團に協力を御願ひすれば安心で

あるミ思ってみる．一P．’一一っ，多少氣にかNるのはやはり天氣の問題であ

る．六月八日ミ言へば，最はや梅雨の候に近いのであるから，果して其の

日頃，如何なる天氣に襲はれるやは心配である．此の見地から見るS，梅

雨に橿やまされない満洲や皇恩や北海道方面の訳者諸氏の御壷働が學術上

非常に二値あるものε考へられる．一彗星の軌道面の傾斜が直角に近いた

め，此の流星の出現する日藪は極めて少ないのだらう．多分僅：々二，三日

の聞か？せいぜい六月五日から同十一日までの一週間の観測で充分であら

う．尤も其のうち，六月七日早朝ε同八日早朝Sが最も大切な時であるが・

　いつも言ふこεであるが，流星は萬一其の薮が少なくても決し失望する

に當らない．少なければ其の「少ない」ミいふ事が，叉，多ければ其の「多

い」ミいふ事が，何事にも代へ難き貴重な事實なのだから．（1928．4．29）

後記．スキエレルプ流星群観測のため，自分は愈々徳鳥へ行くこεこなつ

　ナこ．多分六月四日に京都を立ち，同六日早曉から観測を始めるつもりで

　ある．和歌山や高松方面の有志者は是非此のL同時観測’1に参加して貰ひ

　ナこい．しかし，こんさの流星は同時観測のみが大切なのでは無いのであ

　つて，一一ue，流星が出現するか？　しないか？　出現するならば如何程

　出現する？一一一一・Sいふのが問題である．故に蕾に利歌山や画論方面のみ

　でなく，世界中のあらゆる場所で之れを見守って貰ひたい．時刻は毎朝

　午前一時孚から三時牟まで．（山本、


